
シ　ラ　バ　ス  

科  目  名 English Communication Ⅱ 単 位 数 　 ３ 単 位 学 年 ・ 学 科  ３ 学 年 全 学 科   展 開       必 修 　 ・ 　 選 択

教 科 書 名 Power On English Communication Ⅱ  
副

  総 合 英 語 Evergreen （ い い ず な 書 店 ）  

(TOKYO SHOSEKI) 教 　 英 単 語 タ ー ゲ ッ ト 1200（ 旺 文 社 ）  

材   Hyper Listening　 Pre-intermediate 4th Edition（ 桐 原 書 店 ）

科 目 の 目 標 外 国 語 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お け る 見 方 や 考 え 方 を 学 ぶ と 同 時 に 、 英 語 に よ る 聞 く こ と 、 読 む こ と 、 話 す こ と 、 書

く こ と の 言 語 活 動 を 通 し て 、 情 報 や 考 え な ど を 的 確 に 理 解 し た り 適 切 に 表 現 し た り 伝 え 合 っ た り す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン 能 力 や 資 質 の 育 成 を 目 指 す 。

学 習 内 容 と 進 め 方 教 科 書 や 副 教 材 、 ハ ン ド ア ウ ト を 利 用 し 、 ５ 領 域 を 統 合 的 に 伸 ば す よ う 様 々 な 学 習 活 動 を 取 り 入 れ る 。

学 習 の 留 意 点 ペ ア ワ ー ク や グ ル ー プ ワ ー ク を 多 く 取 り 入 れ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る 時 間 を 確 保 す る 。

 月 単 　 　 　 元 予 定時 数 具 体 的 な 学 習 内 容  評 価 の 観 点          評 価 の 基 準   　  評 価 方 法 等

 １  ２  ３

  4 Lesson 5 17 ・ 助 動 詞 ＋ 受 け 身   ○     ○  ・ ブ レ イ ル ノ イ エ の 利 点 や 可 能 　 単 語 テ ス ト  

 Design for Connecting Society:  SVC（ 分 詞 ・ if節 ）     性 、 活 用 方 法 に つ い て 考 察 す る こ と （ 通 年 ）  

 Braille Neue      が で き る 。   

             ノ ー ト ・ ハ ン ド ア

　 5          ウ ト 提 出 （ 通 年 ）

 Lesson 6 17 ・ It is said that  ○   ○  ・ お 札 と キ ャ ッ シ ュ レ ス 社 会 に つ い  

 New Banknotes  形 式 目 的 語     て の 英 文 を 理 解 で き る 。   

  6    助 動 詞 ＋ have＋ 過 去 分 詞      パフ ォ ーマ ンス テス ト① 
            
           前 期 考 査

 Lesson 7 17 ・ 関 係 代 名 詞  ○  ○   ・ 色 の 効 果 に つ い て の 英 文 を 読 　  

  7 Some Secrets about Colors   同 格 を 表 す that    み 、 話 し 合 う こ と が で き る 。   

  8          前 置 詞 ＋ 関 係 代 名 詞
          

             

　 9 Lesson 8 18 ・ 関 係 副 詞   ○     ○  ・ 納 豆 パ ウ ダ ー の 誕 生 秘 話 や 、 発 展  

 Powdered Natto solves a Global  強 調 構 文     途 上 国 の 人 々 に 与 え て い る 影 響 に つ パフ ォ ーマ ンス テス ト② 

 Water Problem  強 調 の 助 動 詞     い て 読 み 取 る こ と が で き る 。   

     to have   過 去 分 詞       

 10            

       ・ ベ シ ー ・ コ ー ル マ ン の 経 歴 や 活 躍  

 Lesson 9 18 ・ 譲 歩 を 表 す 副 詞 節   ○  ○   か ら 昔 の ア メ リ カ の 女 性 の 就 労 問 題  

  Flying after Her Dreams  no matter how / where / when     や 人 種 問 題 に つ い て 考 察 で き る 。   

　      仮 定 法 過 去 完 了 ・ 分 詞 構 文      ・ ロ ボ ッ ト と 仕 事 に つ い て の 英 文 を  

 11  　      読 み 理 解 す る こ と が で き る 。 パフ ォ ーマ ンス テス ト③ 
         後 期 考 査

 Lesson 10 18   ・ 過 去 完 了 進 行 形    ○    ○

   To Work or Not to Work ?        未 来 完 了 形    

 :Humans and Robots      be to      不 定 詞

 12   insist that S V       パフ ォ ーマ ンス テス ト④ 

  1       学 年 末 考 査

        

　 2 家 庭 学 習 期 間       
  3    

 

  評 価 方 法 （ １ ） 評 価 の 観 点 は 下 記 の 表 の 通 り と す る 。

（ ２ ） 具 体 的 に は 定 期 考 査 、 パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト ・ 小 テ ス ト 、 提 出 物 、 授 業 へ の 参 加 態 度 等 を 総 合 し て 判 断 す る 。

 評 価 の 観 点 観 　 点                            趣 　 旨                                        
  
 1知 識 /技 能  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ で 学 ぶ 内 容 に お い て 、 音 声 や 語 彙 、 表 現 、 文 法 、 言 語 の 働 き な ど が 理 解 で き て い る 。

 ま た 、こ れ ら の 知 識 を 聞 く こ と 、読 む こ と 、話 す こ と 、書 く こ と に よ る 実 際 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い て 、

 目 的 や 場 面 状 況 な ど に 応 じ て 適 切 に 活 用 で き る 技 能 を 身 に 付 け て い る 。

2思 考 /判 断 / コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ で 学 ぶ 内 容 に お い て 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 う 目 的 や 場 面 、 状 況 な ど に 応 じ て 、 日

 表 現 常 的 な 話 題 や 社 会 的 な 話 題 に つ い て 、 英 語 で 情 報 や 考 え な ど の 概 要 や 要 点 、 詳 細 、 話 し 手 や 書 き 手 の 意 図 な

ど を 的 確 に 理 解 し た り 、 こ れ ら を 活 用 し て 適 切 に 表 現 し た り 伝 え 合 っ た り す る こ と が で き る 力 を 身 に 付 け て

い る 。

3主 体 的 に  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ で 学 ぶ 内 容 に お い て 、 背 景 に あ る 文 化 に 対 す る 理 解 を 深 め 、 主 体 的 に 自 立 的 に 英 語 学

  学 習 に 取 り 習 に 取 り 組 も う と し て い る 。                                                                      
 組 む 態 度

 評 価 基 準 １ 知 識  A　 英 語 の 音 声 や 語 彙 、 表 現 、 文 法 、 言 語 の 働 き な ど を 理 解 し 実 際 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い て 、 目 的 や

　 ・ 技 能 　  場 面 状 況 な ど に 応 じ て 適 切 に 活 用 で き る 技 能 を 身 に 付 け て い る 。 　 　  

B　 英 語 の 音 声 や 語 彙 、 表 現 、 文 法 、 言 語 の 働 き な ど を 理 解 し 実 際 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い て 、 目 的 や

　   場 面 状 況 な ど に 応 じ て 適 切 に 活 用 で き る 技 能 を 概 ね 身 に 付 け て い る 。 　 　

C 英 語 の 音 声 や 語 彙 、 表 現 、 文 法 、 言 語 の 働 き な ど を 理 解 し 実 際 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い て 、 目 的 や 　

　  場 面 状 況 な ど に 応 じ て 適 切 に 活 用 で き る 技 能 の 習 得 が 不 十 分 で あ る 。 　 　

２ 思 考 ・  A  目 的 や 状 況 に 応 じ て 、 様 々 な 話 題 に つ い て 、 適 切 に 表 現 し た り 伝 え 合 っ た り す る こ と が で き る 。  

 判 断 ・ 表 現 B  目 的 や 状 況 に 応 じ て 、 様 々 な 話 題 に つ い て 、 適 切 に 表 現 し た り 伝 え 合 っ た り す る こ と が 概 ね で き る 。  

C  目 的 や 状 況 に 応 じ て 、 様 々 な 話 題 に つ い て 、 適 切 に 表 現 し た り 伝 え 合 っ た り す る 力 が 不 十 分 で あ る 。

３ 主 体 的 に A  主 体 的 、 自 律 的 に 英 語 学 習 に 取 り 組 ん で い る 。     
学 習 に 取 り B   主 体 的 、 自 律 的 に 英 語 学 習 に 取 り 組 も う と し て い る 。

組 む 態 度 C  主 体 的 、 自 律 的 に 英 語 学 習 に 取 り 組 む 意 欲 が 不 十 分 で あ る 。


